
いずみさの昔と今

泉佐野市の昭和頃の懐かしい写真を紹介します。

㉑学校シリーズ(1) 市立第一小学校

 泉佐野   　　  タイムスリップレトロ

泉佐野市の懐かしい写真は「泉佐野市デジタルアーカイブ（https://adeac.jp/izumisano-city/top/）」でも公開中!！

▼昭和32年頃の第一小学校。鉄筋3階建て
校舎ができました。また、昭和37年には
鉄筋の講堂、管理室などができました。

▲昭和26年頃の第一小学校。第一小学校は、
明治5年に上善寺の堂宇を借り受けて開設さ
れました。明治8年に現在の校地に移転し、
食野家の邸宅を改修した校舎でした。

▲現在の第一小学校。昭和26年
頃の写真と同じ石碑と、樹木の
一部が現在も残されています。
また道路側には、「食野宅跡」の
石碑も移設されています。
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レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ

ワ
サ
キ
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
で
は
、

冬
季
企
画
展
「
新
収
蔵
品
展 -

泉
佐

野
の
歴
史
と
く
ら
し-

」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
展
示
資
料
の

う
ち
南
中
樫
井
消
防
団
が
使
用
し
て

い
た
腕
用
ポ
ン
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

　

腕
用
ポ
ン
プ
は
近
代
に
使
用
さ
れ

た
手
押
し
式
の
消
防
ポ
ン
プ
で
、
荷

車
に
載
せ
た
ポ
ン
プ
を
数
人
が
か
り

で
火
災
現
場
に
運
び
、
ポ
ン
プ
を
降

ろ
し
た
後
、
ポ
ン
プ
の
長
い
腕
の
両

端
に
取
っ
手
を
取
り
付
け
上
下
に
動

か
し
、
そ
の
圧
力
で
放
水
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
ポ
ン
プ
は
吸
管
と
、

ホ
ー
ス
を
取
り
付
け
て
取
水
と
同
時

に
放
水
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
出
火
し
て
い
る
所
に
放

水
す
る
消
火
方
法
（
注
水
消
防
）
に

対
し
、
江
戸
時
代
ま
で
は
火
災
が
起

き
た
ら
火
元
に
隣
接
す
る
建
物
を

壊
し
て
延
焼
を
防
ぐ
と
い
う
破
壊

消
防
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
も
龍

吐
水
と
い
う
木
製
の
放
水
道
具
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
木
箱
に
ポ
ン

プ
が
つ
い
て
お
り
、
箱
に
水
を
入
れ

横
木
を
上
下
さ
せ
る
と
ポ
ン
プ
に

付
属
す
る
放
水
用
の
筒
か
ら
水
が

出
る
と
い
う
も
の
で
す
。
腕
用
ポ
ン

プ
に
似
た
仕
組
み
で
す
が
、
圧
力
タ

ン
ク
の
有
無
に
よ
り
性
能
に
大
き
な

違
い
が
あ
り
、
腕
用
ポ
ン
プ
に
は
圧

力
タ
ン
ク
が
装
備
さ
れ
安
定
的
に
放

水
す
る
こ
と
が
可
能
で
し
た
。一
方
、

圧
力
タ
ン
ク
の
な
い
龍
吐
水
は
断
続

的
な
放
水
に
な
り
、
消
火
に
は
役
に

立
た
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
む
し

ろ
龍
吐
水
は
最
前
線
で
破
壊
消
防
に

従
事
す
る
火
消
し
た
ち
に
水
を
か
け

る
こ
と
が
主
な
目
的
だ
っ
た
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
な
る
と
、
西
洋
か
ら

消
防
機
器
が
輸
入
さ
れ
ま
す
。
腕
用

ポ
ン
プ
も
明
治
３
（
１
８
７
０
）
年

に
蒸
気
ポ
ン
プ
（
蒸
気
機
関
で
動
く

ポ
ン
プ
）と
と
も
に
輸
入
さ
れ
ま
す
。

腕
用
ポ
ン
プ
は
当
初
イ
ギ
リ
ス
製
の

も
の
が
輸
入
さ
れ
、
ま
も
な
く
国
産

化
に
成
功
し
ま
す
。
こ
れ
は
「
甲
号

ポ
ン
プ
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
性
能
は

吸
引
水
量
が
１
分
間
に
２
７
０
〜

２
８
８
Ｌ
、
水
力
は
高
さ
約
27
ｍ
で

あ
り
、
価
格
は
４
４
５
円
（
現
在
の

価
格
で
約
３
２
０
万
円
）
で
し
た
。

そ
の
後
、
ド
イ
ツ
製
の
腕
用
ポ
ン
プ

を
モ
デ
ル
に
製
作
さ
れ
た
も
の
が

「
乙
号
ポ
ン
プ
」
と
し
て
国
産
化
に

成
功
し
ま
す
。
こ
れ
は
甲
号
ポ
ン
プ

よ
り
や
や
性
能
が
劣
る
も
の
の
吸
引

水
量
は
１
分
間
に
２
３
４
Ｌ
、
水
力

は
高
さ
約
23
ｍ
で
、
価
格
は
３
４
５

円
（
現
在
の
価
格
で
約
２
５
０
万

円
）
と
甲
号
ポ
ン
プ
よ
り
安
価
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
全
国
各
地
に
普
及

し
た
の
は
乙
号
ポ
ン
プ
で
し
た
。
展

示
し
て
い
る
腕
用
ポ
ン
プ
も
乙
号

ポ
ン
プ
で
す
。

　

明
治
時
代
か
ら
大
正
時
代
に
か

け
て
、
各
地
で
現
在
の
消
防
団
の
前

身
と
な
る
「
消
防
組
」
が
組
織
さ
れ

ま
す
。
こ
の
消
防
組
の
設
立
に
と
も

な
い
腕
用
ポ
ン
プ
も
整
備
さ
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

て
、
近
代
に
な
っ
て
そ
れ
ま
で
の
破

壊
消
防
か
ら
現
在
に
続
く
注
水
消

防
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
の
で
す
。

▲明治末～昭和期の腕用ポンプ
（南中樫井消防団使用）
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